
八
四
　
興
眠
社
　
上
荻
野
村
（
同
右
）

八
五
　
草
風
社
　
中
津
村
（
同
右
）

八
六
　
講
学
会
　
郡
内
の

自
由
党
員
を
中
心
に

相
愛
社
の

活
動
と
平
行
し
て

講
学
会
の

設
立
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）

年
一

月
十
日
、

下
荻
野
村
法
界
寺
に
お
い

て
、

学
術
研
究
会
設
立
に
つ

き
発
起
人
会
が
開
か
れ
、

小
宮
保
次
郎
・

天
野
政
立
・

難
波
惣
平
・

井
上
篤

太
郎
・

川
井
房
太
郎
・

永
野
信
太
郎
・

三
橋
某
・

村
上
安
太
郎
・

橘
川
文
治
郎
が
参
集
し
た
。

同
月
十
六
日
、

会
員
四
十
名
が
細
川
瀏
と
客
員
十
七

名
ほ
ど
を
招
い

て

講
学
会
発
会
式
を
挙
げ
、

十
九
日
に
は
役
員
を
選
出
し

時
間
割
を
決
定
し
た
。

役
員
の

構
成
は
、

幹
事
小
宮
保
次
郎
・

難
波
惣

平
、

幹
事
補
助
天
野
政
立
、

常
議
員
川
井
房
太
郎
・

神
崎
正
蔵
、

霜
島
久
円
・

黒
田
黙
耳
・

沼
田
初
五
郎
、

常
議
補
助
井
上
篤
太
郎
・

村
上
安
太
郎

で

あ
る
。

講
学
会
の

時
間
割
は
、

午
前
七
〜
八
時
『
通
俗
民
権
論
』（
福
沢
諭
吉
）、

同
八
〜
九
時
半
『
利
学
』（
ミ

ル

・

西
周
訳

）、
同
九
時
半
〜
一

〇
時
半
「
経

済
」（
書
名
不
詳
）、
さ
ら
に

午
後
七
〜
八
時
『
通
俗
国
権
論
』（
福
沢
諭
吉
）、
同
八
〜
九
時
半
『
立
法
論
綱
』（
ベ

ン

サ
ム

・

島
田
三
郎
訳

）
と
い

う
内
容

で
、

一

週
間
か
ら
十
日
間
に

わ
た
る
集
中
的
な
短
期
学
習
計
画
が
組
ま
れ
て
い

た
。

細
川
瀏
を
講
師
と
す
る
こ

の

よ

う
な
学
習
会
は
、

翌
八
四
年

に

も
五
回
開
催
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て

い

る
（
大
畑
哲
前
掲
書
、

資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二
九
、

こ

の

史
料
に
一

八
八
二

年
と

注
記
し
た
が
一

八
八
三

年
と
訂
正
す
る
）。

八
七
　
同
楽
会
　
一

八
八
三
年
七
月
、

厚
木
町
に

設
立
さ
れ
た
結
社
で
、

自
他
の

見
聞
拡
張
を
活
動
の

目
的
と
し
て
い

た
（
新
井
論
文
）。

八
八
　
愛
国
会
　
一

八
八
三
年
十
月
二

十
七
日
、

依
知
村
に

設
立
さ
れ
周
辺
七
か
村
を
区
域
と
し
た
。

荻
原
英
助
を
会
主
と
し
、

学
識
の

培
養
、

立
憲
政
体
に

備
え
て

の

良
民
養
成
を
目
指
し
た
（
新
井
論
文
）。

八
九
　
相
愛
協
会
　
一

八
八
四
（
明
治
一

七

）
年
四
月
に

「
相
愛
協
会
申
合
規
則
」
が
定
め

ら
れ
て

い

る
。

そ
の

第
一

条
に

よ
れ
ば
、

同
会
は
、
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す
で

に

活
動
を
開
始
し
て
い

た
自
由
党
を
助
成
す
る
こ

と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
も
の

で
、

会
員
は
愛
甲
郡
内
の

「
有
志
」、
す
な
わ
ち
自
由
党
員

と
支
持
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い

た
。

同
会
に
は
、

監
督
二
名
の

下
に

庶
務
・

文
事
・

武
事
・

会
計
・

制
裁
担
当
が
各
二
名
置
か
れ
て
い

た
。

事
務

執
行
の

経
費
は
会
員
よ
り
徴
集
し
た
が
、

自
由
党
助
成
の

費
用
は
ま
た
別
に

考
え
ら
れ
て

い

た
。

「
明
治
十
七
年
四
月
相
愛
協
会
申
合
規
則
」
と
い

う
文
書
の

最
後
に

は
、

佐
伯
十
三
郎
・

加
藤
政
福
・

森
豊
吉
・

沼
田
初
五
郎
・

井
上
篤
太
郎
・

難
波
惣
平
・

橘
川
文
次
郎
・

村
上
安
次
郎
・

石
塚
初

五
郎
・

森
甚
太
郎
・

大
沢
勝
丸
・

岡
本
与
八
の

名
が
記
さ
れ
て
い

る
。

な
お
、

同
会
と
相
愛
社
の

関
係
、

愛
甲
郡
自
由
党
と
の

か
か
わ
り
に
つ

い

て

は
、

さ
ら
に

第
三
節
の

愛
甲
郡
自
由
党
の

項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
三
一

）。

九
〇
　
愛
甲
婦
女
協
会
　
発
起
人
や
日
付
を
欠
く
「
愛
甲
婦
女
協
会
創
立
趣
意
書
」
が
残
さ
れ
て
い

る
の

み
で

あ
る
が
、

相
愛
協
会
な
ど
の

資
料

と
と
も
に

難
波
文
書
に

あ
る
こ

と
か
ら
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
に

結
成
さ
れ
た
も
の

と

思
わ
れ
る
。

同
趣
意
書
は
、

婦
人
が
隷
属
的
地
位
か

ら
「
男
子
の

朋
友
相
談
相
手
」
へ

と
男
女
平
等
に

進
む
こ

と
を
訴
え
て
い

る
。

そ
の

た
め
に

は
、

学
問
に
よ
っ

て

智
徳
を
養
い
、

さ
し
あ
た
り
演
説

会
・

懇
親
会
に

積
極
的
に

参
加
す
る
こ

と
が
近
道
で

あ
る
と
し
て
い

る
が
、

他
方
に
お
い

て
、

身
を
慎
し
み
、

家
事
・

育
児
を
大
切
に

す
る
こ

と
も

あ
わ
せ
て

説
い

て
い

る
（
大
畑
哲
「
明
治
女
性
史
に

関
す
る
二
つ

の

新
史
料
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』二
八
号
、

資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二

四
）。

津
久
井
郡

九
一

　
定
期
法
律
研
究
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
十
一

月
ご
ろ
、

中
野
村
の

梶
野
敬
三
が
中
心
と

な
り
設
立
し
た
。

梶
野
は
自
由
党
員
、

八
四
年
か
ら
九
一

年
に
か
け
て

県
会
議
員
を
勤
め
た
（
色
川
論
文
）。

九
二
　
吉
野
政
談
演
説
会
　
一

八
八
二
年
九
月
二
十
日
、

吉
野
村
に

設
立
さ
れ
、

年
四
回
政
談
演
説
会
を
開
催
し
た
（
新
井
論
文
）。

九
三
　
経
世
社
　
中
沢
村
に
設
立
さ
れ
た
が
、

創
立
年
月
日
や
活
動
な
ど
不
明
で

あ
る
（
色
川
論
文
）。

足
柄
下
郡
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九
四
　
仁
恵
社
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
一

月
七
日

以
前
に
、

小
田
原
町
の

吉
野
直
興
を
社
長
と
し
て

結
成
さ
れ
て
い

た
。

同
年
三
月
ご
ろ
、

愛
国
社
員
の

働
き
か
け
が
あ
り
、

吉
野
ら
は
国
会
開
設
の

請
願
に
と
り
く
ん
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、

詳
細
は
不
明
で

あ
る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新

聞
』
明
治
十
三
年
三
月
十
七
日
付
）。

九
五
　
足
柄
倶
楽
部
　
渡
辺
欽
城
『
三
多
摩
政
戦
史
料
』
に
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
十
一

月
以
降
、

中
村
舜
治
・

武
尾
喜
間
太
ら
に

よ

り

創
立
さ
れ
た
と
あ
る
以
外
は
不
明
で

あ
る
。

中
村
舜
治
は
、

小
田
原
町
で

民
権
論
を
唱
え
た
『
足
柄
新
聞
』
の

社
長
で

足
柄
上
郡
長
に

任
じ
ら
れ
た

中
村
舜
次
郎
の

こ

と
か
と
思
わ
れ
る
。

九
六
　
忠
友
社
　
一

八
八
二

年
一

月
ご
ろ
、

足
柄
・

大
住
・

愛
甲
郡
の

有
志
約
六
十
名
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
、

毎
月
二

回
小
田
原
町
で

「
学
術
討

論
演
説
会
」
を
開
く
こ

と
を
決
め
て
い

る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
五

年
一

月
二
十
九
日
付
）。

在
東
京
の
結
社

九
七
　
神
奈
川
県
懇
親
会
　
石
坂
昌
孝
・

板
谷
良
作
・

荻
生
田
信
敏
・

小
笠
原
鐘
・

佐
藤
貞
幹
を
世
話
人
と

し
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十

一

月
二
十
八
日
、

第
一

回
を
東
京
の

枕
橋
八
百
松
楼
で

開
い

た
。

参
会
者
は
六
十
余
名
で

あ
っ

た
。

第
二

回
は
八
一

年
十
二
月
で

三
十
余
名
、

第
三

回
は
八
二
年
五
月
で

二
十
九
名
、

第
四
回
は
八
二
年
十
一

月
五
日
八
百
松
楼
で

二
十
一

名
と
減
少
し
て
い

る
。

国
会
開
設
運
動
が
全
国
的
に

高
揚
し

て
い

る
時
期
に

開
か
れ
た
第
一

回
懇
親
会
は
参
加
者
に

大
き
な
刺
激
を
与
え
た
よ
う
で
、

こ

の

直
後
に

前
述
し
た
武
蔵
六
郡
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た

（
小
林
孝
雄
『
神
奈
川
の

夜
明
け
』）。

九
八
　
東
京
生
糸
商
会
　
村
野
常
右
衛
門
が
日

高
次
郎
・

石
坂
昌
孝
と
と
も
に
、

二
、

三
の

商
人
の

賛
助
を
得
て
、

一

八
八
〇
年
七
月
ご
ろ
設
立

し
、

事
務
所
を
東
京
本
石
町
に

置
い

た
。

こ

の

企
図
は
、

村
野
の

言
に

よ
れ
ば
、

外
国
商
人
の

貿
易
支
配
に

対
抗
し
、

輸
出
の

花
形
で

あ
る
生
糸
を

直
輸
出
す
る
こ

と
に
よ
っ

て

商
権
回
復
運
動
を
行
お

う
と
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

商
会
の

活
動
は
中
途
で

取
り
止
め
に

な
っ

た
が
、

産
業
結
社
の
一
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形
態
を
示
す
も
の

と
い

え
よ
う
（
村
野
廉
一

・

色
川
大
吉
『
村
野
常
右
衛
門
伝
―
民
権
家
時
代
』）。

九
九
　
静
修
館
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
一

月
二

十
三
日
、

神
田
錦
町
に

開
設
さ
れ

た
。

佐
藤
貞
幹
を
館
主
と
し
東
京
に

在
学
す
る
神
奈

川
県
人
の

寄
宿
舎
で

あ
っ

た
が
、

佐
藤
を
は
じ
め
石
坂
昌
孝
・

中
村
克
昌
・

深
沢
権
八
・

内
山
安
兵
衛
・

細
野
喜
代
四
郎
・

村
野
常
右
衛
門
・

林
副

重
ら
在
京
メ

ン

バ

ー
が
活
動
す
る
拠
点
で

も
あ
っ

た
（
新
井
論
文
）。

一

〇
〇
　
同
志
会
　
山
口

俊
太
ら
に

よ
り
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
一

月
、

谷
中
に

設
立
さ
れ
た
（
新
井
論
文
）。

一

〇
一

　
神
奈
川
県
人
談
夢
会
　
一

八
八
四
年
六
月
、

本
郷
龍
岡
町
に

設
立
さ
れ
た
。

石
坂
昌
孝
・

若
林
美
之
助
ら
東
京
在
住
の

神
奈
川
県
人
の

会
合
で

あ
っ

た
（
新
井
論
文
）。

一

〇
二
　
読
書
会
　
在
京
の

神
奈
川
県
人
に
よ
っ

て
つ

く
ら
れ
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
十
月
十
八

日
に

発
会
し

た
。

「
読
書
会
規
則
」
に

は
、

「
本
会
ハ

専
ラ
政
治
法
律
経
済
哲
学
等
ニ

関
ス

ル

諸
書
ヲ

講
読
シ

以
テ
各
科
ノ

学
理
ヲ

討
究
ス

ル

モ

ノ

ト
ス

」
と
い

う
目
的
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

会
員
は
、

石
坂
公
歴
（
昌
孝
の

長
男
）・
若
林
美
之
助
ら
二
十
名
で

あ
る
。

会
員
は
、

各
自
好
む
と
こ

ろ
の

学
会
に

加
入
す
る
か
学
会
誌
を
購
入

し
て

そ
の

内
容
を
報
告
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お

り
、

講
読
書
は
四
十
七
冊
予
定
さ
れ
て
い

る
。

残
さ
れ
た
記
録
に
よ
れ
ば
、

同
年
一

月
十
七
日
ま
で

に
九
回
開
か
れ
て

お
り
、

若
き
日
の

北
村
透
谷
も
会
員
と

し
て
一

度
顔
を
見
せ

て
い

る
（
色
川
大
吉
「
明
治
十
七
年
読
書
会
雑
記
」『
文
学
』
二
七
巻
六

号
）。結

社
に
つ

い

て
は
、

な
お
明
治
二
十
年
代
に
入
っ

て

結
成
さ
れ
た
神
奈
川
県
通
信
所
・

神
奈
川
県
倶
楽
部
・

協
立
衛
生
義
会
・

武
陽
倶
楽
部
・

小

宮
青
年
会
・

北
多
摩
郡
正
義
派
な
ど
か
な
り
の

数
を
挙
げ
る
こ

と
が
で

き
る
（
色
川
論
文
、

『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
八
集
、

と
く
に

新
井
論
文
参
照
）。
し

か
し
、

明
治
二

十
年
代
に

入
る
と
政
治
や
経
済
の

情
勢
は
変
わ
っ

て

き
て
お
り
、

こ

の

時
期
に

入
っ

て

組
織
さ
れ
た
結
社
に
つ

い

て
は
、

前
記
結
社

と
の

同
質
性
と
と
も
に
差
異
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
、

結
社
が
独
自
性
を
発
揮
し
た
明
治
十
年
代
で

筆
を
止
め
て
お
き
た
い
。
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二
　
結
社
の

総
括

こ

れ
ま
で

郡
別
・

成
立
年
代
順
に
整
理
し
て

き
た
結
社
に
つ

い

て
、

つ

ぎ
に

内
容
に

た
ち
入
り
簡
潔
に

総
括
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
第
一

は
、

さ
ま
ざ
ま
な
結
社
の

分
類
で

あ
る
。

す
で

に

色
川
大
吉
「
明
治
前
期
の

民
権
結
社
と
学
習
運
動
」
（『
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学

論
集
』
二
一

号
）
で

分
類
の

試
み
が
あ
る
が
、

こ

こ

で

は
、

こ

れ
ま
で

調
べ

て

き
た
県
内
諸
結
社
を
も
と
に
、

全
国
的
な
結
社
と
の

関
連
も
考
え
て
、

政
治
結
社
・

学
習
結
社
・

産
業
結
社
と
い

う
分
類
を
し
て
お
こ

う
。

政
治
結
社
と
は
、

政
治
運
動
を
主
な
目
的
と
す
る
結
社
で

あ
り
、

天
賦
人
権
論
を
ふ
ま
え
、

目
指
す
国
家
構
想
を
イ
ギ
リ
ス

流
の

立
憲
制
に

も
と

め
る
場
合
が
多
か
っ

た
。

顕
猶
社
・

融
貫
社
な
ど
を
こ

の

代
表
例
に

挙
げ
る
こ

と
が
で

き
る
。

政
治
結
社
（
政
社
）
が
政
党
結
成
の

基
盤
に

な
っ

た

こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

政
社
の

活
動
な
く
し
て

自
由
党
、

立
憲
改
進
党
の

成
立
は
あ
り
え
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

学
習
結
社
と
は
、

社
員
（
会
員
）
が
学
習
や
討
論
に

よ
っ

て

諸
分
野
の

認
識
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
結
社
で
、

地
域
に

根
ざ
し
て

自
主
的

な
教
育
活
動
を
展
開
し
た
教
育
機
関
も
含
め
る
こ

と
が
で

き
る
。

学
芸
講
談
会
・

融
貫
社
講
学
会
・

相
愛
社
に
よ
る
講
学
会
・

養
英
館
・

各
地
の

学

術
や
教
育
関
係
の

結
社
な
ど
が
こ

れ
に

入
り
、

三
種
類
の

結
社
の

う
ち
も
っ

と
も
数
が
多
い

と
い

え
よ
う
。

産
業
結
社
と
は
、

農
業
生
産
の

改
良
や
産
業
問
題
を
主
要
な
課
題
と
す
る
結
社
で

あ
り
、

明
治
十
年
代
の

農
民
的
「
企
業
」
の

多
く
も
こ

こ

に

加

え
る
こ

と
が
で

き
よ

う
。

東
京
生
糸
商
会
・

愛
林
社
な
ど
事
例
は
ま
だ
少
な
い

が
、

一

八
七
二
（
明
治
五

）
年
、

養
豚
に

よ
り
学
校
経
営
費
を
ま
か

な
っ

た
得
郷
学
校
養
豚
所
（
現
在

調
布
市

）
の

よ
う
な
先
例
も
あ
り
（
田
中
紀
子
「
中
村
重
右
衛
門
伝
」『
多
摩
文
化

』
九
号

）、
今
後
の

事
例
発
掘
が
期

待
さ
れ
る
。
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し
か
し
、

諸
結
社
は
実
際
の

場
合
、

三
種
類
の

性
格
の

う
ち
い

ず
れ
か
に

重
点
を
置
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
二

種
類
な
い

し
三
種
類
の

性
格
を
あ
わ
せ
持
つ

場
合
が
多
か
っ

た
。

八
王
子
第
十
五
嚶
鳴

社
は
、

学
習
結
社
と
産
業
結
社
の

性
格
を
、

湘
南
社
は
学
習
結
社
と
政
治
結
社
の

性
格
を
あ
わ
せ
持

っ

て
い

た
。

ま
た
、

弾
圧
を
配
慮
し
て
、

政
治
結
社
の

性
格
を
か
く
し
学
習
結
社
の

形
を
と
る
場
合

も
多
か
っ

た
よ
う
で

あ
る
。

な
お
、

す
で

に

述
べ

た
よ
う
に
、

各
種
懇
親
会
が
結
社
の

組
織
化
に

大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ

と
も
注
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
こ

と
か
ら
、

結
社
に
つ

い

て

は
、

上
の

よ
う
に

図
示
し
て

み
る
こ

と
が
で

き
る
で

あ
ろ
う
。

結
社
の

規
模
に
つ

い

て
は
、

一

村

な
い

し
数
村
に

わ
た
る
小
結
社
と
、

融
貫
社
・

湘
南
社
・

相
愛
社
の

よ
う
に
一

郡
な
い

し
数
郡
に

わ
た
り
、

各
小
結
社
の

指
導
的
人
物
を
結
集
し
た

大
結
社
が
あ
る
。

こ

の

よ
う
な
大
結
社
は
、

す
で

に

政
党
化
へ

の

前
段
階
に

あ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

結
社
の

活
動
に
つ

い

て

は
、

都
下
の

民
権

派
ジ
ャ

ー

ナ
リ
ス

ト
と
の

関
係
が
深
い

が
、

こ

の

点
に
つ

い

て
は
、

渡
辺
奨
「
自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
都
市
知
識
人
の

役
割
」（『
歴
史
評
論

』
一

六

五
・

一

六
六
・

一

六
八
・

一

七
〇
〜
一

七
二
号
）
に

詳
細
で

あ
る
。

第
二
は
、

結
社
の

歴
史
的
意
義
で

あ
る
が
、

そ
の

核
心
は
結
社
の

思
想
の

誕
生
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

自
主
対
等
な
組
織
原
理
に

基
づ
い

て

社
を
結
成
し
、

自
主
的
な
諸
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、

自
己
の

成
長
、

地
域
の

発
展
、

ひ
い

て
は
日
本
の

在
り
方
を
模
索
し
よ
う

と
す
る
精
神
の

誕
生
で

あ
る
。

こ

れ
は
明
治
維
新
後
の

新
し
い

動
向
で

あ
り
、

現
代
へ

と
つ

な
が
っ

て
い

る
。

も
っ

と
も
、

こ

の

よ
う
な
結
社
誕
生
の

歴
史
的
前
提
は
近
世
以
来

の

私
塾
な
ど
で

あ
り
、

さ
ら
に

維
新
後
の

明
六
社
や
嚶
鳴
社
な
ど
の

新
し
い

活
動
形
態
が
手
本
に

な
っ

た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

明
治
三
、

四
年
（
一

八
七
〇
、

七
一

）
年
ご
ろ
、

現
在
調
布
市
に
、

相
良
某
を
教
師
と
し
、

原
泰
輔
・

中
溝
昌
弘
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

白
鳥
昌
順
・

鈴
木
久
弥
・

比
留
間
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定
右
衛
門
ら
が
参
加
し
て

洋
学
研
究
会
が
持
た
れ
て
い

た
（
田
中
紀
子
前
掲
論
文
）。

こ

の

会
の

活
動
は
、

教
師
を
中
心
と

す
る

私
塾
と
会
員
を
中
心

と
す
る
結
社
の

中
間
形
態
を
示
す
も
の

と
し
て

興
味
深
い
。

第
三
は
、

結
社
の

存
在
が
県
内
の

自
由
党
・

立
憲
改
進
党
の

結
成
に

あ
た
り
、

不
可
欠
の

前
提
に

な
っ

て
い

た
こ

と
で

あ
る
。

も
っ

と
も
、

こ

の

点
に
つ

い

て
は
、

つ

ぎ
に

節
を
改
め
て

述
べ

る
こ

と
に

す
る
。

第
三
節
　
自
由
党
と
立
憲
改
進
党

一

　

自
由
党
の

結
成

本
県
の

自
由
党
員
数
は
、

後
掲
の

よ
う
に
二
百
八
十
八
名
、

一

位
の

秋
田
県
、

二

位
の

栃
木
県
に

つ

い

で

全
国
第
三
位
に

位
置
し
て
い

る
。

ま

た
、

自
由
党
解
党
の

直
前
に

落
成
し
た
文
武
研
究
所
の

有
一

館
に

入
館
で

き
る

人
数
を
見
る

と
、

本
県
は
東
京
と
同
数
の

六
人
で
、

高
知
県
の

八

人
、

新
潟
の

七
人
に
つ

い

で

第
三
位
を
占
め
て
い

る
。

入
館
者
数
は
、

自
由
党
へ

の

寄
付
金
千
円
に
つ

い

て
一

人
の

館
生
を
出
せ
る
割
合
で

あ
っ

た
か
ら
、

本
県
自
由
党
の

活
動
力
が
い

ぜ
ん
と
し
て

強

固
で

あ
っ

た
こ

と
を
示
し
て

い

る
（『
自
由
党
史
』）。

こ

の
二

例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

全
国
的
に

見
て

本
県
は
、

自
由
党
の

拠
点
県
の
一

つ

だ
っ

た

の

で

あ
る
。

県
内
で

も
、

自
由
党
総
理
板
垣
退
助
が
自
由
党
の

と
り
で

と
評
価
し
た
三
多
摩
地
域
の

比
重
は
大
き
く
、

多
摩
三
郡
の

党
員
数
百
六
十
二

名
は
、

県
下
党
員
数
の

六
割
弱
に

あ
た
る
。

と
り
わ
け
南
多
摩
郡
自
由
党
は
県
下
の

三
割
強
の

党
員
を
集
め
、

最
強
を
誇
っ

て

い

た
。

南
多
摩
郡
に
つ

い

で
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党
員
数
の

多
い

の

が
、

横
浜
区
の

四
十
二

名
で

あ
る
が
、

そ
の

活
動
状
況
は
ま
だ
良
く
わ
か
っ

て
い

な
い
。

こ

れ
に

く
ら
べ

る
と
、

後
で

見
る

よ

う
に

立
憲
改
進
党
員
は
、

横
浜
を
中
心
に

十
六
名
で
、

驚
く
ほ
ど
少
な
い
。

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
の

党
員
名
簿
に
よ
れ
ば
、

こ

の

数
は
全
国
第
十
九
位
に

あ
た
る
。

ち
な
み
に

関
東
の

諸
県
を
あ
げ
て

み
る
と
、

東
京
府
九
十
六

名
、

千
葉
県
三

十
六

名
、

埼
玉
県
百
五
十
四
名
（
全
国
第
二

位
）、

群
馬
県
十
五
名
、

茨
城
県
八
十
七
名
、

栃
木
県
百
四
十
八
名
（
全
国
第
三
位
）
で

あ
る
。

立
憲
改
進
党
創

立
に

参
加
す
る
嚶
鳴
社
の

県
下
に
お

け
る
活
発
な
活
動
、

改
進
党
系
に

な
る
横
浜
の

有
名
な
顕
猶
社
の

存
在
な
ど
を
考
え
る
と
、

十
六
名
と
い

う
党

員
数
は
意
外
で

あ
る
が
、

そ
の

理
由
は
ま
だ
十
分
に

解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

自
由
党
準
備

会
へ

の
参
加

こ

れ
ま
で

神
奈
川
県
の

自
由
民
権
運
動
が
全
国
組
織
の

運
動
と
交
流
す
る
の

は
、

『
自
由
党
史
』
に

よ
り
、

自
由
党
結
成
大
会
へ

の

参
加
が
最
初
で

あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。

し
か
し
、

最
近
の

調
査
に

よ
れ
ば
、

交
流
の

時
期
は
自
由
党
準
備
会
結
成
時
ま
で

さ
か

の

ぼ
る
こ

と
が
わ
か
っ

て

き
た
。

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十
二

月
十
日
、

北
多
摩
郡
蔵
敷
村
の

内
野
杢
左
衛
門
は
、

愛
国
社
の

有
志
と
会
し

て

い

た
。

翌
十
二
日
の

愛
国
社
員

有
志
に

よ
る
築
地
寿
美
屋
会
議
に

は
、

内
野
と
と
も
に

吉
野
泰
三
（
北
多
摩
郡
野
崎
村
）
の

名
も
あ
る
か
ら
、

は
じ
め
か
ら
二

人
は
一

緒
だ
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

二
人
と
も
県
会
議
員
、

少
し
前
の

十
二
月
五
日
に

開
か
れ
た
武
蔵
六
郡
懇
親
会
に

そ
ろ
っ

て

出
席
し
て
い

た
。

す
で
に

内
野
は
、

地
方
官

会
議
を
二

回
、

元
老
院
議
事
を
一

回
傍
聴
し
て
い

る
し
、

一

八
八
〇
年
七
月
十
日
に

は
井
生
村
楼
の

演
説
会
を
聞
い

て
い

る
か

ら
、

全
国
的
動
向

に

深
い

関
心
を
持
っ

て

行
動
し
て
い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

内
野
・

吉
野
が
参
加
し
た
愛
国
社
有
志
の

会
合
に
つ

い

て

は
、

少
し
説
明
が
必
要
で

あ

る
。国

会
開
設
運
動
が
発
展
す
る
過
程
で
、

政
党
結
成
と
い

う
新
し
い

組
織
論
が
出
さ
れ
た
の

は
一

八
八
〇
年
十
一

月
の

国
会
期
成
同
盟
第
二

回
大
会

で

あ
っ

た
。

そ
の

背
景
に

は
、

同
年
四
月
に

出
さ
れ
た
集
会
条
例
の

第
八
条
「
政
治
に

関
す
る
事
項
を
講
談
論
議
す
る
為
め
其
趣
旨
を
広
告
し
、

又
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は
委
員
若
く
は
文
書
を
発
し
て

公
衆
を
誘
導
し
、

又
は
他
の

社
と
連
結
し
及
び
通
信
往
復
す
る
こ

と
を
得
ず
」
に

よ
り
、

弾
圧
が
強
化
さ
れ
る
と
い

う
事
態
が
あ
っ

た
。

政
党
の

結
成
は
、

河
野
広
中
・

郡
利
・

松
沢
求
策
・

山
際
七
司
ら
に

よ
っ

て

提
案
さ
れ
た
。

し
か
し
、

こ

れ
ら
の

提
案
は
大
会

で

否
決
さ
れ
た
の

で
、

政
党
結
成
論
者
は
大
会
の

外
で

活
動
を
は
じ
め
た
。

一

八
八
〇
年
十
一

月
の

段
階
で
、

政
党
結
成
の

運
動
を
推
進
し
て
い

る
二
つ

の

グ
ル

ー
プ
が
あ
っ

た
。

一

つ

は
河
野
広
中
・

植
木
枝
盛
ら
愛
国
社

系
政
社
に

属
す
る
積
極
的
な
政
党
結
成
論
者
で

あ
る
。

大
会
中
の

十
一

月
二

十
六
日
、

愛
国
社
関
係
者
の

会
合
で

杉
田
定
一

・

河
野
広
中
が
「
自
由

主
義
一

大
政
党
」
の

組
織
を
主
張
し
た
と
こ

ろ
、

参
会
者
は
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
見
解
で

あ
っ

た
。

『
植
木
枝
盛
日
記
』
に

よ
れ
ば
彼
ら
は
十
二
月
一

日
、

六
日
と
自
由
党
結
成
の

討
議
を
重
ね
て
い

る
。

も
う
一

つ

は
、

山
際
七
司
（
新
潟
）
・

佐
野
広
乃

（
山
梨
）
・

松
田

正
久
（
長
崎
）
・

林
正

明
（
東
京
・

共
同
社
）
ら
で

あ
り
、

在
地
民
権
結
社
お
よ
び
都
市

民
権
派
の

潮
流
に

属
す
る
人
び
と
で

あ
る
。

山
際
ら
の

グ
ル

ー
プ
は
、

自
由
党
組
織
趣
意
書
・

自
由
党

結
成
総
則
・

自
由
党
申
合
規
則
か
ら
な
る
活
版
の

『
自
由
党
規
則
』
を
作
成
し
、

新
聞
発
行
の

資
本
金

分
担
ま
で

話
を
進
め
て
い

た
。

十
二

月
七
日
、

山
際
ら
は
愛
国
社
の

河
野
に

面
会
し
て

合
同
を
申
し
入
れ
た
。

こ

う
し
て

両
派
は
合

同
し
て

政
党
を
結
成
す
る
こ

と
を
十
二
日
に

決
定
し
、

十
五
日
に

は
沼
間
守
一

ら
嚶
鳴
社
員
も
加
わ
り

盟
約
・

規
則
を
議
決
し
た
。

こ

こ

に

成
立
し
た
「
自
由
党
」
は
、

ま
だ
組
織
も
整
わ
ず
翌
年
に

は
国
会

期
成
同
盟
と
と
も
に

自
由
党
へ

発
展
的
に

解
消
す
る
か
ら
、

「
自
由
党
準
備
会
」
と
し
た
方
が

実
状
に

ふ

さ
わ
し
い

の

で

あ
る
（
江
村
栄
一

「
自
由
党
の

結
成
と
政
体
構
想
」『
史
潮
』
八
九
号
）。

草
間
時
福
の

紹
介
で

あ
ろ
う
か
、

内
野
と
吉
野
が
愛
国
社
を
訪
れ
た
の

は
、

こ

の

よ
う
に

両
派
合
同

吉野泰三 内野杢左衛門
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の

直
前
で

あ
っ

た
。

そ
の

十
二

月
十
日
、

河
野
ら
は
「
自
由
改
進
党
盟
約
」
八
か
条
を
草
し
、

さ
ら
に
こ

れ
を
五
か

条
に

仕
上
げ
た
。

こ

の

案
文

は
、

翌
十
一

日
、

築
地
寿
美
屋
の

会
議
で

再
確
認
さ
れ
た
。

内
野
・

吉
野
を
含
む
十
二
名
の

出
席
者
の

中
に
、

草
間
時
福
・

吉
田
次
郎
・

野
村
元
之

助
と
三
人
の

嚶
鳴
社
員
の

名
が
見
え
る
の

は
注
目
す
べ

き
事
実
で

あ
る
。

立
党
の

事
を
決
し
た
十
二
日
、

愛
国
社
関
係
者
は
「
秘
密
会
」
を
開
き
、

内
野
も
含
め
二

十
五
名
が
調
印
を
し
て
い

る
。

彼
ら
の

団
結
を
誓
っ

た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ

の

氏
名
一

覧
に

は
、

先
の

嚶
鳴
社
員
と
吉
野
の

名
は

見
え
な
い
。

こ

れ
ら
の
こ

と
を
記
し
た
内
野
の

手
帳
に
、

続
い

て
つ

ぎ
の

よ
う
な
草
案
が
書
か
れ
て
い

る
。

第
一

　

我
党
ノ

主
義
ハ

人
民
自
治
ノ

精
神
ヲ

養
成
シ

漸
ヲ

以
テ
自
主
ノ

権
利
ヲ

拡
張
セ

シ

メ

ン

ト
ス

第
二

条
　
前
条
ノ

主
義
ヲ

拡
張
セ

ン

為
メ

ニ

毎
月
一

回
会
日
ヲ

定
メ

演
説
又
ハ

討
論
ノ

会
ヲ

開
ク

可
シ

（
以
下
無
し
）

こ

の

案
文
は
、

ご
く
わ
ず
か
な
字
句
の

異
同
が
あ
る
が
、

上
述
し
た
北
多
摩
郡
の

自
治
改
進
党
総
則
の

第
一

条
、

第
二
条
に

符
合
す
る
。

こ

の

こ

と

は
、

の

ち
に

北
多
摩
郡
自
由
党
に

発
展
す
る
自
治
改
進
党
結
成
の

契
機
が
、

武
蔵
六
郡
懇
親
会
を
背
景
に

し
な
が
ら
も
、

直
接
に

は
自
由
党
準
備
会

の

結
成
過
程
の

な
か
で

育
く
ま
れ
た
こ

と
を
物
語
っ

て
い

る
（
内
野
杢
左
衛
門
「
明
治
十
三
・

十
四
年
手
帳
」・
同
「
覚
書
」、
内
野
悌
二

氏
蔵
。

資
料
編
13

近

代
・

現
代
⑶
一

九
）。

自
由
党
結
成

へ

の
参
加

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
十
月
二
日
、

国
会
期
成
同
盟
第
三
回
大
会
は
、

自
由
党
の

結
成
を
決
議
し
、

大
会
を
自
由
党
結
成
大

会
に

き
り
か
え
た
。

こ

の

前
後
の

動
き
に
つ

い

て

は
省
略
し
、

大
会
の

推
移
だ
け
を
ご
く
か
ん
た
ん
に

示
す
と
つ

ぎ
の

よ
う
に

な

る
。

〈
二
日

〉
自
由
党
結
成
大
会
に

き
り
か

え
、

自
由
党
組
織
案
起
草
委
員
五
名
を
選
挙
。

〈
六
〜
十
一

日

〉
起
草
委
員
原
案
作
成
に

従
事
。

〈
十
二

〜
十
六
日
〉
毎
日
自
由
党
組
織
相
談
会
を
開
催
。

〈
十
七
日
〉
自
由
党
親
睦
会
。

〈
十
八
〜
二

十
七
日
〉
議
事
に

入
り
、

三
次
会
を
経
て

盟
約
・

規
則

を
決
定
。

〈
二
十
八
・

二

十
九
日

〉
役
員
選
挙
。

自
由
党
結
成
大
会
は
こ

こ

で

事
実
上
終
了
し

た
が
、

三
十
日
か
ら
数
度
の

懇
談
会
を
開
き
、

十
万

円
の

募
金
に
よ
っ

て

自
由
党
の

機
関
紙
を
発
行
す
る
こ

と
を
決
め
、

十
一

月
四
日
に

閉
会
し
た
（
江
村
前
掲
論
文
）。
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さ
て
、

神
奈
川
県
の

参
加
者
は
、

資
料
上
、

十
八
日
か

ら
出
席
し
て
い

る
こ

と

が
わ
か
る
。

十
名
の

出
席
状
況
を
ま
と
め
て

み
る
と
第
十
七
表
の

よ
う
に

な
る
。

伊
達
・

水
島
・

中
川
は
湘
南
社
、

佐
藤
・

山
本
は
融
貫
社
、

中
村
は
自
治
改
進

党
と
融
貫
社
、

成
内
は
八
王
子
第
十
五
嚶
鳴
社
の

指
導
的
人
物
で

あ
り
、

指
田
と

永
嶋
も
結
社
の

活
動
歴
を
も
つ

県
会
議
員
で

あ
る
。

中
川
と
山
本
が

国
会
開
設

の

建
白
書
提
出
に

尽
力
し
た
こ

と
に
つ

い

て

は
す
で
に

前
述
し
た
。

こ

の

参
加
者

た
ち
の

資
格
は
わ
か
ら
な
い

が
、

県
下
の

自
由
党
の

成
立
に

あ
た
り
、

自
治
改
進

党
・

湘
南
社
・

融
貫
社
の

よ
う
な
一

郡
な
い

し
数
郡
に

わ
た
る
大
結
社
が
初
め
か

ら
関
係
を
持
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

県
下
の

大
結
社
に

は
も
う
一

つ

相
愛
社
が
あ

る
が
、

こ

の

相
愛
社
も
間
も
な
く
社
を
あ
げ
て

自
由
党
に

参
加
し
て

く
る
。

結
社

の

基
盤
が
あ
っ

て
こ

そ
、

神
奈
川
県
下
の

自
由
党
は
誕
生
で

き
た
の
で

あ
る
。

こ

の

点
を
自
由
党
本
部
と
の

関
係
で

も
う
少
し
た
ち
入
っ

て

み
よ
う
。

地
方
部
の
股
置

第17表　1881年10月自由党結成会議参加者（神奈川県）

典拠：Ⅰ…「国会期成同盟本部報・ハノ123報」，Ⅱ…『東京横浜毎日新聞』明治14年10月7
日，Ⅲ…植木枝盛「東京通信」（『高知新聞』明治14年11月2日），Ⅳ…岩波文庫本『自由党史』
中・81～84ページ，Ⅴ…関戸覚蔵『東陲民権史』，Ⅵ…『朝野新聞』明治14年11月6日および

「明治14年10月自由党会員名簿」。ⅣとⅤの期日は，『河野磐州伝』上などにより推定した。

明
治
十
五
年
一

月
十
九
日
付
の

自
由
党
本
部
発
「
第
六
報
」

に
は
、

各
地
に

地
方
部
（
自
由
党
支
部
）
の

設
立
を
促
す
と
と

も
に
、

幹
事
大
石
正
巳
・

柏
田
盛
文
が
招
待
さ
れ
て
一

月
九
日
か
ら
出
張
し
、

神

奈
川
県
南
多
摩
郡
に

地
方
部
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
を
報
じ
て
い

る
。

『
朝
野
新
聞
』

（
明
治
十
五
年
一

月
十
五
日
付
）に
よ
れ
ば
、

十
日
、

二
人
を
迎
え
た
懇
親
会
の

有
志
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